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学 位 の 種 類 




顧 飛 (中国) 
博士（工学） 
甲第 135 号 
平成 26 年 3 月 19 日 
学位規則第４条第１項該当 
学位論文主題 立体画像の生成及び表示に関する研究 
論文審査委員 （主査） 教授 包 躍        
教授 山本 尚生 教授 金川 秀也  教授 森 博彦  









全方位 3 次元自由視点の生成とは、現実環境において一周 360 度全方位の情報を画像とし
て取り込み、光線画像処理によって自由視点の画像を生成することである。その大きな特徴と
して、実際に生成される視点位置にカメラがなくてもその視点の情報を画像で提供することが

















































































































学 位 の 種 類 




堂前 篤志 (福井県) 
博士（工学） 
甲第 136 号 
平成 26 年 3 月 19 日 
学位規則第４条第１項該当 
学位論文主題 キャパシタンス標準に関する計測技術の研究 
論文審査委員 （主査） 教授 桐生 昭吾   
教授 和多田 雅哉 准教授 京相 雅樹 教授 堀田 正生  

















量子効果を利用して交流抵抗の基準を実現する交流量子化ホール抵抗（ac quantized Hall 




































































量子効果を利用して交流抵抗の基準を実現する交流量子化ホール抵抗（ac quantized Hall 




化できる。この ac QHR を基準としたキャパシタンス標準の実現に向けて、本研究では、既
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牧田 匡史 (神奈川県) 
博士（工学） 
乙第 82 号 
平成 26 年 3 月 7 日 
学位規則第４条第２項該当 
学位論文主題 車両対車両の前面衝突時における車両前部構造の相互作用に関する研究 
論文審査委員 （主査） 教授 槇 徹雄    
教授 大上  浩 教授 大塚 年久  教授 眞保 良吉  



















































（日本機械学会論文集. C 編 71(701), pp.58-63） 
均質性を向上させる構造部材の具体策として曲率が重要な設計パラメータの一つであるこ













































第１章 緒論  
対車両前面衝突におけるコンパティビリティ問題に関して，米国の事故データベース（NASS 










































第６章 結論  
衝突初期から最大荷重までの荷重特性によって対車両前面衝突の被害の度合いが変わるこ
とを示し，対車両前面衝突時における車両前部構造の相互作用度を定量的に評価，分析が可能
な手法を明確にした．そして，対車両前面衝突において被害の度合いを低くするには車両前部
構造の相互作用を向上させることが極めて有効であることを示した．  
 
 以上，本研究は自動車の衝突安全性能を向上するための全く新しい評価手法を提案する研究
成果であり，日本国政府の掲げる交通事故死者数ゼロへ向け，大きく貢献できると言える．ま
た，本学位請求論文は社会的貢献度と学術的価値の両面において高く評価できるものであり，
博士(工学)の学位に相応しい内容を有するものと判断した. 
